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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

告

示

〇
平
成
三
十
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号
（
指
定
代
理
納
付
者
の
指
定
）
の
一
部

改
正�

（
税　

務　

課
）　
　

一

〇
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施�

（
産
業
立
地
推
進
課
）　
　

一

〇
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可�

（
農
業
振
興
課
）　
　

一

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定�

（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可�

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可�
（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
）�
（
建
築
宅
地
課
）　
　

二

労
働
委
員
会

〇
宮
城
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
告
示�

三

収
用
委
員
会

〇
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
２
号
事
件
裁
決
手
続
開
始
決
定�
三

〇
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
３
号
事
件
裁
決
手
続
開
始
決
定�
四

〇
県
道
山
下
停
車
場
線
２
号
事
件
裁
決
手
続
開
始
決
定�

四

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号

　

指
定
代
理
納
付
者
の
指
定
（
平
成
三
十
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和

二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
の
改
正
規
定
（
同
号
中
「
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
宮
城
寄
付
金
に
限

る
。）」
を
削
る
部
分
に
限
る
。）
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
号
中
「
自
動
車
税
」
の
下
に
「（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
宮
城

寄
付
金
に
限
る
。）」
を
削
る
。

　

第
三
号
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

実
施
年
月
日

実　

施　

区　

域

検
査
受
付
時
間

実
施
の
場
所

令
和
二
年

六
月
一
日

涌
谷
町

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

く
が
ね
創
庫
さ
く
ら
館

　

同
六
月
二
日

涌
谷
町

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

く
が
ね
創
庫
さ
く
ら
館

　

同
六
月
九
日

加
美
町

宮
崎
・
小
野
田

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

加
美
町
小
野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　

同
六
月
十
日

加
美
町

中

新

田

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

加
美
町
中
新
田
公
民
館

　

同
六
月
十
六
日

色
麻
町

全

域

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

色
麻
町
役
場
車
庫

　

同
六
月
十
九
日

気
仙
沼
市

唐

桑

午
後
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

気
仙
沼
市
唐
桑
総
合
支
所

　

同
六
月
二
十
二
日

気
仙
沼
市

本

吉

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

気
仙
沼
市
本
吉
総
合
体
育
館

　

同
六
月
二
十
四
日

気
仙
沼
市

気
仙
沼
・�

新
月
・
大
島

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

気
仙
沼
市
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
「
す
こ
や
か
」

　

同
六
月
二
十
六
日

気
仙
沼
市

気
仙
沼
・
階
上
・

面
瀬
・
松
岩

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

気
仙
沼
市
立
松
岩
公
民
館

　

同
六
月
二
十
九
日

気
仙
沼
市

気
仙
沼
・
鹿
折

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

気
仙
沼
市
魚
市
場

　

同
六
月
三
十
日

気
仙
沼
市

魚
市
場
周
辺

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

気
仙
沼
市
魚
市
場

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
六
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
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農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

登
米
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

干
害
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
登
米
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
八
号

　

加
美
郡
西
部
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
十
三
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
九
号

　

石
巻
市
稲
井
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
十
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

佐　
　

藤　
　
　
　
　

靖　
　
　

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
高
舘
川
上
字
東
金
剛
寺
十
三
番
二
の
一
部
、
十

三
番
七
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

�

宮
城
県
仙
台
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
遠
山
一
丁
目
二
百
二
番
一
、
二
百
三

番
、
二
百
四
番
一
、
二
百
四
番
二
、
二
百
五
番
一
、
二
百

八
番
、
二
百
九
番
、
二
百
十
番
、
六
百
三
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

塩
竈
市
桜
ヶ
丘
二
番
二
十
七
号

�

株
式
会
社
白
壽
殿　
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労
働
委
員
会

〇
宮
城
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

　

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
し
て
い
る
宮
城
県
労
働
委
員

会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
一
日

�

宮
城
県
労
働
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

水　
　

野　
　

紀　
　

子　
　
　

収
用
委
員
会

宮
城
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
名
簿

�
（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）
　

氏
　
　
名

現
　
　
　
　
　
職

主
　
要
　
経
　
歴

委
嘱
年
月
日

水
　
野
　
紀
　
子
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

白
鷗
大
学
法
学
部
教
授

東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

長
令
２
．
４
．
１

坂
　
田
　
　
　
宏
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
横
浜
国
立
大
学
経
営
学
部
助
教

授
令
２
．
４
．
１

岡
　
﨑
　
貞
　
悦
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

弁
　
護
　
士

弁
　
護
　
士

令
２
．
４
．
１

豊
　
田
　
耕
　
史
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

弁
　
護
　
士

弁
　
護
　
士

令
２
．
４
．
１

佐
々
木
　
く
　
み
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

東
北
学
院
大
学
法
学
部
教
授

令
２
．
４
．
１

小
　
出
　
裕
　
一
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
宮
城
県
連

合
会
会
長

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
宮
城

県
連
合
会
仙
台
地
域
協
議
会
議

長
令
２
．
４
．
１

佐
々
木
　
弘
　
昭
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

全
日
通
労
働
組
合
宮
城
支
部
執
行
委

員
長

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
宮
城

県
連
合
会
執
行
委
員

令
２
．
４
．
１

阿
　
部
　
康
　
志
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

東
北
電
力
労
働
組
合
宮
城
県
本
部
委

員
長

令
２
．
４
．
１

加
　
藤
　
　
　
仁
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
宮
城
県
支
部
支
部
長
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
山
口
県
支
部
支

部
長

令
２
．
４
．
１

高
　
橋
　
　
　
京
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
職
員
組
合

書
記
次
長

令
２
．
４
．
１

岡
　
崎
　
智
　
政
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

株
式
会
社
三
陸
河
北
新
報
社
代

表
取
締
役
社
長

令
２
．
４
．
１

大
　
内
　
栄
　
治
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

株
式
会
社
七
十
七
銀
行
取
締
役
令
２
．
４
．
１

伊
　
藤
　
光
　
芳
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

株
式
会
社
本
山
製
作
所
執
行
役

員
管
理
本
部
長

令
２
．
４
．
１

星
　
　
　
幸
　
一
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

東
北
電
力
株
式
会
社
相
双
営
業

所
長

令
２
．
４
．
１

成
　
田
　
　
　
努
宮
城
県
労
働
委
員
会
委
員

東
北
電
力
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
本
部
人
財
部
部
長

東
北
電
力
株
式
会
社
監
査
等
委

員
会
室
副
室
長

令
２
．
４
．
１

蜂
　
谷
　
　
　
洋
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

令
２
．
４
．
１

中
　
村
　
今
日
子
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局

次
長
兼
審
査
調
整
課
長

令
２
．
４
．
１

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
１３号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
令
和
２
年
４
月
21日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
宮
城
県

２
　
事
業
の
種
類

　
�　
県
道
石
巻
鮎
川
線
改
築
工
事
（
給
分
浜
道
路
・
宮
城
県
石
巻
市
大
原
浜
京
地
地
内
か
ら
同
市
給
分
浜
羽
黒
下
地
内

ま
で
）

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
所
在
　
宮
城
県
石
巻
市
大
原
浜
大
草
山

地
　
番

地
　
　
目

地
　
　
積
（
㎡
）

収
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）

公
　
簿

現
　
況

公
　
簿

実
　
測
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12番
２

山
林

山
林

2,741
2,739.29

88.04

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
不
明

　
　
た
だ
し
，（
亡
）
菅
野
三
代
十
郎
　
牡
鹿
郡
牡
鹿
町
大
字
大
原
浜
字
人
石
山
13番
地

　
　
法
定
相
続
人
（
別
表
１
の
と
お
り
）

　
　
又
は
，（
亡
）
阿
部
善
太
郎
　
牡
鹿
郡
牡
鹿
町
大
字
十
八
成
浜
字
十
八
成
25番
地
の
１

　
　
法
定
相
続
人
（
別
表
２
の
と
お
り
）

　
　
（
注
）
�別
紙
に
つ
い
て
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務

時
間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
４
月
１
日
宮
城
県
規
則
第
45条
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
不
明
　
た
だ
し
，

　
　
⑴
　
土
地
所
有
者
が
（
亡
）
菅
野
三
代
十
郎
　
法
定
相
続
人
（
別
表
１
の
と
お
り
）
で
あ
る
場
合
，

　
　
　
①
　
条
件
付
所
有
権
移
転
仮
登
記
権
者
（
亡
）
阿
部
善
太
郎
　
法
定
相
続
人
（
別
表
２
の
と
お
り
）

　
　
　
　
　
（
条
件
付
所
有
権
移
転
仮
登
記
　
受
付
年
月
日
及
び
受
付
番
号
　
昭
和
52年
１
月
６
日
第
77号
）

　
　
　
②
　
根
抵
当
権
者
（
亡
）
伊
藤
か
ち
い
　
牡
鹿
郡
牡
鹿
町
字
鮎
川
大
町
19番
地

　
　
　
　
　
法
定
相
続
人
（
別
表
３
の
と
お
り
）

　
　
　
　
　
（
根
抵
当
権
　
受
付
年
月
日
及
び
受
付
番
号
　
昭
和
54年
２
月
24日
第
3981号

）

　
　
又
は
，

　
　
⑵
　
土
地
所
有
者
が
（
亡
）
阿
部
善
太
郎
　
法
定
相
続
人
（
別
表
２
の
と
お
り
）
で
あ
る
場
合
，

　
　
　
　
根
抵
当
権
者
（
亡
）
伊
藤
か
ち
い
　
法
定
相
続
人
（
別
表
３
の
と
お
り
）

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

　
　
令
和
２
年
４
月
10日

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
１４号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
令
和
２
年
４
月
21日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
宮
城
県

２
　
事
業
の
種
類

　
�　
県
道
石
巻
鮎
川
線
改
築
工
事
（
給
分
浜
道
路
・
宮
城
県
石
巻
市
大
原
浜
京
地
地
内
か
ら
同
市
給
分
浜
羽
黒
下
地
内

ま
で
）

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
土
地
の
所
在
　
宮
城
県
石
巻
市
大
原
浜
隠
里

地
　
番

地
　
　
　
目

地
　
積
（
㎡
）

収
用
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）
　
　
　
　

公
　
簿

現
　
況

公
　
簿

実
　
測

６
番

山
林

原
野

616
618.90

収
　
用

使
　
用

164.35
8.84

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
不
明

　
　
た
だ
し
，
登
記
名
義
人
（
亡
）
佐
々
木
は
つ

　
　
牡
鹿
郡
大
原
村
大
原
浜
字
町
５
番
地
の
２

　
　
法
定
相
続
人
（
別
紙
の
と
お
り
）

　
　
（
注
）
�別
紙
に
つ
い
て
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務

時
間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
４
月
１
日
宮
城
県
規
則
第
45条
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類
　

　
　
な
し

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日
　

　
　
令
和
２
年
４
月
10日

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
１５号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
令
和
２
年
４
月
21日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
宮
城
県

２
　
事
業
の
種
類
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県
道
山
下
停
車
場
線
改
築
工
事
（
宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
頭
無
地
内
か
ら
同
町
山
寺
字
桜
木
地
内
ま
で
）

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
土
地
の
所
在
　
宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
雁
田

地
　
番

地
　
　
　
目

地
　
積
（
㎡
）

収
用
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）
　
　
　
　

公
　
簿

現
　
況

公
　
簿

実
　
測

収
　
用

使
　
用

139番
１

公
衆
用
道
路
公
衆
用
道
路

627
716.01

14.78
1.70

18.84
1.28

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
別
紙
の
と
お
り

　
　
（
注
）
�別
紙
に
つ
い
て
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務

時
間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
４
月
１
日
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
住
宅
ロ
ー
ン
保
証
株
式
会
社

　
　
上
記
代
表
者
　
代
表
取
締
役
　
末
永
　
吉
識

　
　
た
だ
し
，
登
記
記
録
上
の
氏
名
　
ユ
ー
エ
フ
ジ
ェ
イ
信
用
保
証
株
式
会
社

　
　
東
京
都
文
京
区
本
郷
三
丁
目
18番
14号

　
　
た
だ
し
，
登
記
記
録
上
の
住
所
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
１
番
１
号

　
　
（
抵
当
権
　
受
付
年
月
日
及
び
受
付
番
号
　
平
成
16年
11月
26日
第
13246号

）

　
　
七
十
七
信
用
保
証
株
式
会
社

　
　
上
記
代
表
者
　
代
表
取
締
役
　
石
﨑
　
敏
夫

　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
木
町
通
二
丁
目
１
番
12号

　
　
（
抵
当
権
　
受
付
年
月
日
及
び
受
付
番
号
　
平
成
30年
７
月
４
日
第
9431号

）

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

　
　
令
和
２
年
４
月
10日


